
- 1 - 

総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問 通 告 一 覧 

 

【質問日】令和４年３月９日（水） 

 

【個人質問】 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

１０ 落口  久光 ・ 新型コロナ関連について 

⑴ 救急対応の現状を確認する＝救える命を救える状態にあるのか＝ 

ア 救急搬送時の病院搬入前待機時間はどのくらいか。 

イ 待機中に搬送者が陽性判定となった場合の対応は 

ウ 緊急時の搬送での対応はどうか。 

⑵ 過去の質問でのコロナ関連要望事項についての対応を確認する。 

ア ワクチン接種のリスク情報の市民の皆様への周知の在り方は 

イ 国産のワクチン・治療薬の早期開発・認可の促進に係る国への要望の対

応は 

⑶ 若年者へのワクチン接種の是非を確認する。 

ア ５～１１歳までの接種が始まるが、接種を推すに足るエビデンスはある

のか。 

イ 接種に伴う弊害はないのか。 

ウ ５～１１歳までの接種に対して学校現場では説明しているか。 

⑷ 今後の新型コロナの取組について確認する。 

ア 現状は『ゼロコロナ』対応のように見えるが、今のままでよいと思うか。 

イ 指定感染症２類から５類への引下げについての考えを伺う。 

ウ 目指す『ウイズコロナ』像について伺う。 

エ なかなか次のステップに進めない政府に対して、強く要望してほしいが

どうか。 

１１ 石野田  浩 １ 川内港について 

⑴ 整備計画について 

・ 令和元年１１月鹿児島県地方港湾審議会及び国の交通政策審議会の審議 

を経て、現在（水深１２メートル、長さ２３０メートルの岸壁）改修中で、 

さらに県有地の利活用や国際港としても整備中であるが、ガントリークレ

ーンやリーファーコンセントの設置も必要ではないか。 

⑵ 川内港背後地に当たる九州電力川内発電所の跡地問題は、先日の議員全員   

協議会でも説明があったように、九州電力㈱もかなり前向きに協力していた

だけるのではと感じたが、市長の思いは 

⑶ アクセス道路について 

・ 市長の施政方針で川内港アクセス道路建設促進期成会を設立し、要望 活

動を進めていくとのことで、非常に感服しているところであるが、このア

クセス道路を推進するために法的な位置付けをして進めることはできない

か。 

⑷ 川内港を中心に薩摩川内市の将来像をどのように描いておられるのか。 

２ 農業問題について 

⑴ 第３次農業・農村振興基本計画の進捗状況は。また、令和４年１０月開催

の「第１２回全国和牛能力共進会 鹿児島大会」について、本市として対策



- 2 - 

を考えているか。 

⑵ 令和３年度本市の農林水産品の生産状況は。特に、水産品のちりめんやき  

びなごの生産状況は 

⑶ 令和４年度の目標は。令和４年度は米の減反も強いられるのではないかと 

思われるが、その対策は 

⑷ 鹿児島県農業開発総合センター果樹部北薩分場地は、令和４年度ようやく

解体作業が終わるようで、多額の予算も計上されているようであるが、今後

の取組は 

１２ 坂口  正幸 １ 本市のＵⅠＪターンについて 

⑴ 本市の転入転出状況は 

⑵ オンライン窓口や市のポータルサイトの開設はできないか。 

２ リモート移住について 

⑴ インターネット環境の状況は 

⑵ 空家物件の把握はどうなっているか。 

⑶ 移住体験の実績と今後の計画は 

⑷ 空家をリフォームして貸し出すことはできないか。 

３ ワーケーションについて 

⑴ 本市のＷｉ－Ｆｉ環境の状況は 

⑵ ワーケーションができる場所の整備はできないか。 

１３ 井上  勝博 １ 川内原発運転延長について 

⑴ これから２２年、原発事故の不安が続くとは考えないか。 

ア 原発は過酷事故を否定できないのではないか。 

イ 避難計画は実効性が危ぶまれるのではないか。 

⑵ 薩摩川内市が核のゴミ処分場になる危険があるのではないか。 

ア 大量の使用済み核燃料を持ち出せるのか。 

イ 高レベル放射性廃棄物の処理・処分の見通しはつかないのでは 

２ オミクロン株対策について 

⑴ ワクチンの安全迅速な接種が計画どおりに進むのか。 

ア ワクチンの供給は計画どおりか。 

イ さらに前倒しができないか。 

ウ 子ども（５～１１歳）のワクチン接種への理解促進を 

⑵ 市民の暮らしを守る事業について 

ア 追加の暮らしを守る事業が不十分ではないか。 

イ 市民一人に５千円の商品券の配布を考えないか。 

⑶ 民間企業と連携して高齢者・障害者施設のＰＣＲ定期検査を考えないか。 

３ スクールバス事故問題について 

⑴ 明らかな虚偽報告を放置するのか。 

ア 事故を起こした時刻について 

イ バスの修理費について 

ウ 事故偽装を運転手個人の責任にしていることについて 

⑵ 車検なしのバスでスクールバスを運行していないか。 

⑶ 川内観光交通を特別扱いするのか。 

ア 平成２９年の契約は随意契約か競争入札か。 

イ 市所有のバスをなぜ青ナンバーにするのか。 

ウ スクールバス運行業務をほぼ独占していることについて 
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１４ 塩田 耕大郎 １ 甑島内の各診療所の経営状況等について 

⑴ ２０１９年度以降３年間の、島内診療所全体の収支実績と経営改善に向け

た取組状況とその成果は 

⑵ 島内診療所における令和２年度の疾病状況の概要は 

⑶ 人口減少と高齢化の中、診療所を集約された後の、島内診療所の入院・外

来者数の動向と収支見通しの予測は 

２ 救急医療は本土へ搬送、歯科及び眼科、耳鼻咽喉科は本土での治療、また生

活習慣病及び消化器疾患等は本土での長期的入院など、多額の負担が生じる。 

島内で完結率の高い総合的な診療体制（救急医療を含め）を充実させるために、 

患者中心の安全で質の高い医療提供対策はないか。 

３ 災害医療対策について 

・ 災害（地震、大型台風、豪雨など）時の島内の医療能力を超える医療対象

者が複数出たら、どのような対応策をとるか。また、災害拠点診療ができる

施設が島内に必要ではないか。 

４ 甑島診療所再編（建設）に係る調査費が計上されているが、調査は専門家等

のメンバーで構成した調査委員会をもって、住民の意向が十分反映される調査

になるべきだと考えるが、市長の見解は 

５ 診療所建設の規模（案）について、診療科目、病床数、想定延べ面積、全体

計画の構想と整備費、及び医療機器等整備計画と事業費をどの程度想定してい

るか。 

６ 診療所建設は多額の投資と経営負担となり、全国では経営悪化による自治体

病院の民営化策が進んでいるが、民営化への道は考えられないか。 

７ 収束の見えないコロナ禍、甑島の零細な経済は大打撃を受けている。中でも 

観光産業、漁業、畜産、農業及び六次産業等は打つ手もなく深刻な現状である。 

対策は 

 


